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子
ど
も
を
い
か
に
守
る

問
　
愛
知
県
名
古
屋
市
で
教
員

が
女
子
児
童
を
盗
撮
し
て
逮
捕

さ
れ
た
。
事
件
に
対
す
る
認
識

と
、
本
市
で
同
様
の
事
案
は

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

学
校
教
育
部
長

　
児
童
生
徒
を

守
り
、
導
く
教
職
員
が
盗
撮
を

行
う
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
心

を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
教

職
員
や
学
校
教
育
の
信
用
を
失

う
こ
と
に
な
り
、
断
じ
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
教
職
員

一
人
一
人
が
教
育
公
務
員
の
自

覚
を
持
ち
、
不
祥
事
を
絶
対
に

起
こ
さ
な
い
強
い
決
意
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
事
案
は

発
生
し
て
い
な
い
。

問
　
私
用
ス
マ
ホ
の
教
室
へ
の

持
ち
込
み
を
禁
止
す
べ
き
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長

　
私
用
ス
マ
ホ

の
教
室
へ
の
持
ち
込
み
は
禁
止

し
て
い
な
い
が
、
私
用
の
端
末

は
授
業
で
使
用
し
な
い
事
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
私
用
の

端
末
で
児
童
生
徒
を
撮
影
す
る

こ
と
は
禁
止
し
て
い
る
。

問
　
８
月
に
起
き
た
水
難
事
故

は
部
活
動
中
で
あ
り
、
学
校
管

理
下
の
事
故
に
な
る
の
か
。
第

三
者
を
入
れ
、
検
証
す
べ
き
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

学
校
教
育
部
長

　
現
在
、
教
育

委
員
会
と
学
校
で
事
故
の
発
生

要
因
や
再
発
防
止
策
を
調
査
、

問
　
中
央
公
民
館
の
機
能
を
持

つ
施
設
や
、
中
規
模
ホ
ー
ル
を

作
る
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

社
会
教
育
部
長

　
現
在
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

ホ
ー
ル
機
能
の
在
り
方
を
、
庁

内
で
検
討
し
て
い
る
。
中
央
公

民
館
の
代
替
施
設
と
し
て
既
存

施
設
を
活
用
す
る
中
で
、
社
会

情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏

ま
え
、
場
所
や
手
法
、
財
政
負

担
な
ど
を
引
き
続
き
検
討
し
て

分
析
し
て
い
る
段
階
の
た
め
、

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

問
　
部
活
動
に
お
け
る
事
故
防

止
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長

　
各
部
活
動
の

運
営
や
指
導
は
、
校
長
の
適
切

な
管
理
と
指
導
の
も
と
で
行
う

と
し
て
お
り
、
各
中
学
校
に
適

切
な
運
営
の
徹
底
に
努
め
る
よ

う
通
知
し
、
周
知
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
の 

農

家

分

家

問
　
農
家
分
家
住
宅
か
ら
一
般

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

津
波
対
策
に
つ
い
て 

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島 

東
方
沖
の
地
震
か
ら

問
　
本
市
の
対
応
と
今
後
の
課

題
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
本
市
の

地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た

避
難
対
象
区
域
に
速
や
か
に
避

難
指
示
を
発
令
し
、
河
川
な
ど

の
水
門
閉
鎖
、
消
防
に
よ
る
海

面
監
視
や
避
難
誘
導
を
実
施
し

た
ほ
か
、
空
調
設
備
の
整
っ
た

避
難
所
を
８
か
所
開
設
し
、
要

住
宅
へ
の
用
途
変
更
を
許
可
し

た
件
数
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

　
一
般

住
宅
へ
の
用
途
変
更
の
許
可
は

27
件
で
あ
る
。

問
　
生
前
は
用
途
変
更
が
で
き

な
い
と
思
う
が
、
特
例
で
行
っ

た
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

　
用
途

変
更
は
、
亡
く
な
っ
た
人
や
相

続
人
だ
け
に
許
可
を
す
る
も
の

で
は
な
い
。
10
年
以
上
の
居
住

実
績
が
あ
り
、
転
勤
や
転
地
療

養
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
り
、
そ
こ
に
住
め
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
生
前
で

あ
っ
て
も
用
途
変
更
の
許
可
は

可
能
で
あ
る
。

配
慮
者
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
、
保
健
師
に
よ
る
巡
回
を
実

施
し
た
。
一
方
、
避
難
指
示
が

出
て
い
な
い
地
域
で
も
避
難
行

動
が
あ
り
、
今
後
、
情
報
提
供

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

平
塚
市
海
水
浴
場 

で
の
事
故
に
つ
い
て

問
　
安
全
対
策
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
本
市
の
海
水

浴
場
は
、
安
全
性
に
関
し
て
一

定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る

が
、
今
回
の
水
難
事
故
を
重
く

受
け
と
め
、
従
来
の
監
視
体
制

に
加
え
、
利
用
上
の
ル
ー
ル
を

周
知
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布
や
場

内
放
送
の
回
数
を
増
や
す
な

ど
、
注
意
喚
起
を
強
化
し
た
。

無
所
属

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を

市
民
の
力
で
守
ろ
う小

泉 

春

雄 

議
員

市
民
の
声
に
寄
り
添
う

中
央
公
民
館
休
館
後
の
対
応
を

佐

藤 

由

美

子 

議
員

アプリ

「 マチイ ロ」

アプリ 「 マチイ

ロ」 にひら つか

議会だより を掲

載し ています。

総務経済

　 議案11案件は全て原案どおり 可

決すべき も の、 請願１ 件は不採択

と すべき も のと 決定し まし た。

○議案第67号　 令和７ 年度平塚市

一般会計補正予算

　 農業振興費の新規就農者育成

事業について、 経営発展支援事業

補助金の内容を伺う 。

　 新規就農者の促進について

は、 農業技術の習得や、 所得確保

が課題である。 経営開始直後に認

定新規就農者に資金を交付し 、 意

欲ある就農者を育成・ 確保するた

めに、 初期段階の費用の４ 分の３

を国及び県が補助するも ので、 今

回は２ 名で１ 千７ 万４ 千円を認定

新規就農者に交付する 。

　 具体的にどのよう な農作物を

作るのか伺う 。

　 １ 名は南金目の圃場でホッ プ

を 栽培し 、 後にノ ン ア ルコ ール

ビールを製造するため、 ノ ンアル

コ ールビールのプラ ント 器機一式

を導入する。 も う １ 名は北豊田の

圃場で露地野菜を作るため、 ト ラ

ク タ ーや関連する付属機器を揃え

て導入する。

都市建設

　 議案５ 案件は全て原案どおり 可

決すべき も のと 決定し まし た。

○議案第67号　 令和７ 年度平塚市

一般会計補正予算

　 都市計画総務費の生活交通確

保対策事業について、 主なも のと

し てシャ ト ルバスの再編委託料と

あるが、 委託料の内容と 、 シャ ト

ルバスを１ 日６ 便に再編する理由

を伺う 。

　 委託料の内容だが、 予算の約

６ 割に当たるのが、 時刻やルート

を示すバス停の掲示物の切り 替え

と バス停の新設、 移設、 撤去に関

係するも のである 。 そのほか、 路

線バスと 同様の利用環境にするた

めのＩ Ｃ カ ード での乗車を可能に

する機器の導入や、 バスの位置情

報をイ ンタ ーネッ ト で検索でき る

バスロケーショ ンシステムの導入

にかかる費用などがある 。 また、

シャ ト ルバスを１ 日６ 便に再編し

た理由だが、 現在のシャ ト ルバス

の運行距離や、 運転手の労働時間

を変えない範囲で再編を試みてお

り 、 その最大限が６ 便であっ たた

めである。

教育民生

　 議案１ 案件は原案どおり 可決す

べき も のと 決定し まし た。

○議案第67号　 令和７ 年度平塚市

一般会計補正予算

　 子ども 教育相談センタ ー費の

介助員派遣事業について、 説明欄

に会計年度任用職員が定員に満た

なかっ たため、 減額補正をすると

あるが、 予定し ていた看護師や介

助員の人数と 定員数を伺う 。

　 12人の看護師と １ ７ １ 人の

介助員を予定し ていた。 今回定員

に満た な かっ た のは看護師で あ

り 、 週５ 日勤務と 月12日勤務の看

護師、 合わせて３ 人が定員に満た

なかっ た。

　 博物館費の博物館管理事業に

ついて、 建物劣化度等調査委託料

の目的と 内容を伺う 。

　 今後の施設の方向性を検討す

るために、 建物の現状把握をし 、

劣化度を評価するために行う 。 内

容は、 建物劣化度を 診断する た

め、 コ ンク リ ート の圧縮強度や中

性化の深さ 、 鉄筋の腐食状況や配

管設備の内部状況などを調査する

も のである。

環境厚生

　 議案３ 案件は全て原案どおり 可

決すべき も のと 決定し まし た。

○議案第67号　 令和７ 年度平塚市

一般会計補正予算

　 社会福祉総務費の福祉会館等

管理運営事業について、 利用者拡

大に向けて施設の修繕を行う と あ

るが、 内容を伺う 。

　 主なも のと し て、 相談機能の

強化に伴う 相談室の増設や、 世代

を超えた各種活動に利用するため

の３ 階フ ロア全体の土足化、 一部

の部屋の防音化などである 。

　 老人福祉費の高齢福祉庶務事

業について、 認知症高齢者等に対

する見守り 事業を強化すると ある

が、 内容を伺う 。

　 Ｑ Ｒ コ ー ド が 印 字 さ れ た

シールを認知症高齢者等の希望者

に配布し 、 洋服や杖などに貼り 付

けても ら う 。 行方不明になっ た際

に、 発見者にＱ Ｒ コ ード を 読み

取っ ても ら い、 家族に通知が届く

仕組みで、 そ の後、 家族と イ ン

タ ーネッ ト 上でやり 取り が出来る

ため、 引き 取り が素早く でき るこ

と が期待さ れる。

常 任 委 員 会 の 審 査 概 要 今定例会に上程さ れた議案は所管の常任委員会に付託し て審査し まし た。
主な質疑を紹介し ます。

市議会ホームページでは、

こ れまで発行し たひら つか

議会だより をご覧いただけ

ます。

過去に発行し た

議会だより


